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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ情報を記録可能な記録可能領域と、
　広告情報及び該広告情報を識別する識別情報のうち少なくとも一方が記録される広告用
領域と、
　前記記録可能領域に対して前記データ情報を既定の記録速度よりも高速で記録するため
に必要である制御情報が、前記広告情報が再生されることを条件に読み取り可能となるよ
うに、記録されている制御用領域と
　を備えることを特徴とする情報記録媒体。
【請求項２】
　前記制御情報は、初期状態では、前記制御情報を読み取り不可能であり、前記広告情報
が再生されると、前記制御用領域に所定処理を施すことで、アプリケーションにより読み
取り可能となるように、前記制御用領域に記録されている
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報記録媒体。
【請求項３】
　前記記録可能領域、前記広告用領域及び前記制御用領域の少なくとも一つに、前記広告
情報が再生されているか否かを示すフラグ情報が、暗号化されて記録されている
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の情報記録媒体。
【請求項４】
　前記記録可能領域、前記広告用領域及び前記制御用領域の少なくとも一つは、前記広告
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情報が再生された場合に、当該情報記録媒体の少なくとも片面側から視認可能なロゴを付
けることが可能に構成されていることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載
の情報記録媒体。
【請求項５】
　前記制御用領域は、少なくとも部分的にエンボスピットにより記録されていることを特
徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の情報記録媒体。
【請求項６】
　前記エンボスピットは、ＤＣライトによる記録処理を行うことで、読み取り可能となる
ように初期状態において色素膜で覆われていることを特徴とする請求項５に記載の情報記
録媒体。
【請求項７】
　前記広告用領域には、前記広告情報の一部が記録されており、前記広告情報の他の部分
は、当該情報記録媒体の外部から配信されることを特徴とする請求項１から６のいずれか
一項に記載の情報記録媒体。
【請求項８】
　前記広告情報は、消去可能であることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記
載の情報記録媒体。
【請求項９】
　情報記録媒体を再生可能なクライアント装置及び広告情報を配信するサーバ装置が収容
される広告配信システムであって、
　前記情報記録媒体は、データ情報を記録可能な記録可能領域と、前記記録可能領域に対
して前記データ情報を既定の記録速度よりも高速で記録するために必要である制御情報が
、前記広告情報が再生されることを条件に読み取り可能となるように、記録されている制
御用領域とを備え、
　前記クライアント装置は、前記配信された広告情報を再生可能な再生手段と、前記読み
取り可能とされた制御情報に基づいて前記データ情報を記録する記録手段とを備え、
　前記クライアント装置及び前記サーバ装置の少なくとも一方は、前記配信された広告情
報が前記再生手段により再生されたか否かを判定する判定手段と、前記広告情報が再生さ
れたと判定された場合に前記制御情報を読み取り可能にする制御手段とを備える
　ことを特徴とする広告情報配信システム。
【請求項１０】
　前記情報記録媒体は、前記広告情報の一部及び前記広告情報を識別する識別情報のうち
少なくとも該識別情報が記録される広告用領域を更に備え、
　前記サーバ装置は、前記広告情報を予め格納する格納手段と、前記格納された広告情報
のうち前記記録された識別情報に対応するものを配信する識別情報配信手段と
　を備えることを特徴とする請求項９に記載の広告情報配信システム。
【請求項１１】
　前記制御情報は、前記データ情報を高速で記録する際の速度を示す高速パラメータを含
んでおり、
　前記高速パラメータは、当該情報記録媒体の外部から配信されると共に、前記制御用領
域に記録されることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の情報記録媒体。
【請求項１２】
　前記制御情報は、前記データ情報を高速で記録する際の速度を示す高速パラメータを含
んでおり、
　前記サーバ装置は、前記広告情報が再生されたと判定された場合に前記高速パラメータ
を配信するパラメータ配信手段を更に備え、
　前記クライアント装置は、前記配信された高速パラメータが前記制御情報に含まれるよ
うに、前記制御情報を更新記録する更新記録手段を更に備え、
　前記クライアント装置及び前記サーバ装置の少なくとも一方は、前記更新記録された制
御情報を前記制御手段により読み取り可能にすることを特徴とする請求項９又は１０に記



(3) JP 4476345 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

載の広告情報配信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばデータ情報を記録可能なＤＶＤ等の情報記録媒体、及びこれを利用し
て例えばインターネット経由で広告情報を配信する広告情報配信システムの技術分野に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の情報記録媒体としては、例えばＣＤ－Ｒ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ－Ｒｅｃ
ｏｒｄａｂｌｅ）、ＤＶＤ－Ｒ（ＤＶＤ－Ｒｅｃｏｒｄａｂｌｅ）、ＤＶＤ－ＲＷ（ＤＶ
Ｄ－ＲｅＷｒｉｔａｂｌｅ）、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＢＤ（Ｂｌｕｅ　ｒａｙ　Ｄｉｓｃ）な
どの光ディスクがある。特に、特許文献１では、このような光ディスクに広告或いはＣＭ
（Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ）を予め記録しておき、ユーザに視聴させる技術が提案されてい
る。また、特許文献２及び３では、このような光ディスクに対して、公衆回線網を通じて
広告を配信して記録し、これをユーザに視聴させる技術が提案されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１７８６８０号公報
【特許文献２】特開２００６－１５５７２３号公報
【特許文献３】特開２００６－１７２５３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した各種背景技術によれば、その広告情報に係る記録方法及び再生
方法からして、広告を視聴しようというモチベーションを、ユーザに起こさせることが困
難であるという技術的問題点がある。更に、光ディスク上に予め記録された広告の視聴や
、光ディスクに対する広告の配信及びその視聴を、ユーザに強要することは、光ディスク
等の普及を妨げる一要因になってしまう。特にＢＤやＤＶＤなどの新式の光ディスクは、
記録層等が複雑高度であるが故に、ＣＤなどの旧式の光ディスクと比べて高価であり、基
本的に普及し難いという技術的問題点もある。
【０００５】
　本発明は、例えば上述した問題点に鑑みなされたものであり、ユーザにおける広告情報
を再生しようとするモチベーションを高めることができ、普及させるのに好適な情報記録
媒体、及びこれを利用して広告情報を配信する広告情報配信システムを提供することを課
題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　以下、発明を実施するための最良の形態としての本発明の情報記録媒体及び広告情報配
信システムに係る実施形態について順に説明する。
【０００７】
　（情報記録媒体）
　以下、本発明の実施形態に係る情報記録媒体について説明する。
【０００８】
　本発明の情報記録媒体に係る実施形態は、データ情報を記録可能な記録可能領域と、広
告情報及び該広告情報を識別する識別情報のうち少なくとも一方が記録される広告用領域
と、前記記録可能領域に対して前記データ情報を記録するために必要である又は前記デー
タ情報を既定の記録速度よりも高速で記録するために必要である制御情報が、前記広告情
報が再生されることを条件に読み取り可能となるように、記録されている制御用領域とを
備える。
【０００９】
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　本発明の情報記録媒体に係る実施形態によれば、例えば書き込み可能な光ディスク（典
型的には、ＤＶＤ－Ｒ、或いはＢＤ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭ等）などの情報記録
媒体における、その購入直後や配布直後などである初期状態には、記録可能領域は、空又
は空に近い状態にある。ここで、ユーザが、そのまま（即ち、広告情報を再生することな
く）記録可能領域に対して所望のデータ情報を規定の記録速度より高速で記録しようとす
る。すると、例えば記録用レーザパワー、記録用トスラテジー等の記録用パラメータなど
の、規定の記録速度より高速で記録するために必要な制御情報は、広告情報が再生されて
いないが故に、読み取れない。
【００１０】
　ここに本願発明の実施形態に係る制御情報について「読み取り可能になるように記録さ
れている」とは、例えば、色素膜により覆われたエンボスピットにより記録されているな
ど、初期状態では読み取れないように記録されており、その後、広告情報が再生されるこ
とを条件に、例えばＤＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）ライトが行われることなどに
より、即ちより一般には広告情報が再生されたことをトリガーとして所定種類の処理が当
該情報記録媒体に対して施されることにより、読み取りが可能となるように記録されてい
ることを意味する。尚、色素膜やＤＣライトに限らず、何らかの方法により、初期状態に
おいて読み取り不可能であり且つ広告情報が再生されることを条件に読み取り可能とされ
るように制御情報が記録されている限りにおいて、次に説明する本願独自の作用効果は得
られる。
【００１１】
　従って、広告情報が再生されていなければ、制御情報を利用できないので、データ情報
を記録しようにも、全く記録できないか又は既定値よりも高速では記録できないことにな
る。
【００１２】
　他方、ユーザが、広告情報を再生してから、記録可能領域に対して所望のデータ情報を
記録しようとする。すると今度は、記録に必要な制御情報は、広告情報が再生されている
が故に、再生装置において読み取れる。従って、この読み取られた制御情報を利用できる
ので、通常記録の通りに、データ情報を記録できるか又は既定値よりも高速で記録できる
ことになる。
【００１３】
　尚、このような広告情報は、情報記録媒体における広告用領域から再生される。或いは
、このような直接再生される広告情報に代えて又は加えて、広告用領域から再生された識
別情報により識別される広告情報が、例えばインターネット経由でサーバ装置からダウン
ロード配信された後に再生される。
【００１４】
　以上のように、広告情報が再生されることを条件として、情報記録媒体は記録可能とな
るので、即ち記録用の情報記録媒体として本来の機能を発揮するので、言い換えれば、広
告情報を見ない限り情報記録媒体は著しく使い勝手が悪いので、ユーザにおける広告情報
を再生しようとするモチベーションは、極めて高いものとなる。このため、情報記録媒体
の費用を、例えば広告情報を提供するスポンサーの広告宣伝費用で補うことで、当該情報
記録媒体を、無料又は格安で配布するのに極めて好都合な状況を構築できる。これは、当
該情報記録媒体の普及を促進するために、極めて有効な一手段となる。
【００１５】
　本発明の情報記録媒体の実施形態の一態様では、前記制御情報は、初期状態では、前記
制御情報は読み取り不可能であり、前記広告情報が再生されると、前記制御用領域に所定
処理を施すことで、アプリケーションにより読み取り可能となるように、前記制御用領域
に記録されている。
【００１６】
　この態様によれば、ユーザが、そのままデータ情報を記録しようとすると、広告情報が
再生されていないが故に、汎用アプリケーションのみならず、専用のアプリケーションで
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も制御情報は読み取れない。他方、ユーザが、広告情報を再生してから、データ情報を記
録しようとすると今度は、広告情報が再生されているが故に、専用のアプリケーションで
制御情報は読み取れる。よって、制御情報に基づく記録動作が可能となる。このように専
用のアプリケーションを用いて、より確実にして、広告情報を再生することを、データ情
報を記録するための条件にできる。
【００１７】
　本発明の情報記録媒体の実施形態の他の態様では、前記記録可能領域、前記広告用領域
及び前記制御用領域の少なくとも一つに、前記広告情報が再生されているか否かを示すフ
ラグ情報が、暗号化されて記録されている。
【００１８】
　この態様によれば、ユーザが、データ情報を記録しようとすると、フラグ情報が参照さ
れることで、広告情報の再生が当該情報記録媒体について実行されているか否かが簡単且
つ確実に判明する。ここで、フラグ情報に従って広告情報が再生されていないと判明され
る場合には、ユーザがデータ情報を記録しようとしても、制御情報は読み取れない。他方
、フラグ情報に従って広告情報が既に再生されていると判明される場合には、データ情報
を記録しようとすると今度は、制御情報が読み取れる。よって、制御情報に基づく記録動
作が可能となる。このようにフラグ情報を使って、より確実にして、広告情報を再生する
ことを、データ情報を記録するための条件にできる。
【００１９】
　本発明の情報記録媒体の実施形態の他の態様では、前記記録可能領域、前記広告用領域
及び前記制御用領域の少なくとも一つは、前記広告情報が再生された場合に、当該情報記
録媒体の少なくとも片面側から視認可能なロゴを付けることが可能に構成されている。
【００２０】
　この態様によれば、広告情報が再生された場合に、当該情報記録媒体の少なくとも片面
側にロゴが付けられるので、記録可能な状態となった際には、その旨をロゴとして分かり
視覚的に表現することが可能となる。例えば、情報記録媒体が、配布直後で、データ情報
を一切記録不可能な状態では、ディスク規格に準拠しておらず、記録可能な旨を示すロゴ
を付けることはできない。但し、広告情報が再生されると、ディスク規格に準拠して、該
ディスク規格に準拠した前記ロゴを付けることが可能となる。このようなロゴの付与は、
典型的には無料や格安で配布される当該情報記録媒体の使い勝手を、市販の情報記録媒体
と同程度にでき、実践上極めて便利である。
【００２１】
　本発明の情報記録媒体の実施形態の他の態様では、前記制御用領域は、少なくとも部分
的にエンボスピットにより記録されている。
【００２２】
　この態様によれば、制御用領域では、エンボスピットにより記録されている制御情報に
ついては、初期状態で読み取れないようにしつつ、その後（即ち、広告情報の再生の後に
）、読み取れるように記録する構成を、比較的簡単に実現できる。例えば、記録可能領域
における記録層を形成する際に記録層諸共に、エンボスピットを色素膜で覆ってしまえば
、初期状態では変調度が小さく読み取れない。しかし、その色素膜に所定種類の処理を施
して屈折率を変えることで、変調度が上がり、エンボスピットは読めるようになる。
【００２３】
　尚、制御情報は、エンボスピットではなく、所謂ウォブル又はウォブリングにより記録
されてもよい。他方、制御情報に限らず、広告情報も、エンボスピットにより記録されて
いてもよい。
【００２４】
　この態様では、前記エンボスピットは、ＤＣライトによる記録処理を行うことで、読み
取り可能となるように初期状態において色素膜で覆われてもよい。
【００２５】
　このように構成すれば、広告情報の再生の後には、制御情報を読み取れる状態を、ＤＣ
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ライト（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ　ライト）により、極めて簡単に実現できる。こ
こに「ＤＣライト」とは、典型的には書き込みレーザに係るレーザパワーなどの、書き込
みのパワーを変調させることなく、即ち一定値の直流のまま印加して書き込むことをいう
。通常の書き込みと異なり、パワーが一定であるので、簡単に行える。
【００２６】
　本発明の情報記録媒体の実施形態の他の態様では、前記広告用領域は、リードアウトエ
リア内に配置されている。
【００２７】
　この態様によれば、広告用領域は、リードアウトエリア内に配置されているので、広告
情報が一度再生された後には、その情報の存在が、例えばリードインエリアから、記録可
能領域に相当するデータエリアで行われる通常の記録動作の妨げとなることは殆ど又は全
くない。更に、ファイナライズ後に置ける再生動作の妨げとなることも殆ど又は全くない
。
【００２８】
　但し、広告用領域を、例えばリードインエリア内に配置することも可能であり、更に、
例えばデータエリア内に配置することも可能である。この場合にも、上述した広告情報を
再生するモチベーションを高めるという本願独自の効果は、相応に得られる。
【００２９】
　本発明の情報記録媒体の実施形態の他の態様では、前記広告用領域には、前記広告情報
の一部が記録されており、前記広告情報の他の部分は、当該情報記録媒体の外部から配信
される。
【００３０】
　この態様によれば、情報記録媒体自体からは、広告情報の一部が先ず再生され、これと
相前後して、広告情報の他の部分については、例えばインターネット経由でサーバ装置か
らダウンロード配信された後に再生される。よって、情報記録媒体における記録キャパシ
ティを、項広告情報の存在によって不必要に狭めることを回避しつつ、広告情報を再生さ
れられる。
【００３１】
　尚、広告情報の一部と他の部分とは一体不可分で、例えば再生時にこれら両者の区切り
が認識できない又はこれら両者がなければ再生が意味を成さない程度であってもよい。逆
に、広告情報の一部と他の部分とは相互に独立したもの、更には全く内容的には無関係の
ものであってもよい。加えて、広告情報の一部のみを再生した場合と、他の部分のみを再
生した場合と、これら両者を再生した場合とで、例えば記録可能な領域サイズの大小や、
記録速度の高低など、記録する際における条件に優劣を付けることも任意である。
【００３２】
　本発明の情報記録媒体の実施形態の他の態様では、前記制御用領域には、前記広告情報
を再生した回数又は量に応じて前記データ情報を記録する際の速度が増大することが可能
なように、前記制御情報が記録されている。
【００３３】
　この態様によれば、ユーザが広告情報を再生した回数又は量に応じて、データ情報を記
録する際の速度が増大するので、ユーザにおける広告情報を何度も再生しようとするモチ
ベーションは、極めて高いものとなる。
【００３４】
　本発明の情報記録媒体の実施形態の他の態様では、前記広告情報は、消去可能である。
　この態様によれば、例えば、一度又は所定回数だけ再生した後に、広告情報を消去する
ことや、所定期間経過後には、消去することが可能となり、一般に回数や期間が有限とさ
れるＣＭ（ＣｏＭｍｅｒｃｉａｌ）契約の有効性を、安全確実に担保することが可能とな
る。
【００３５】
　以下、本発明の実施形態に係る広告情報配信システムについて説明する。
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（広告情報配信システム）
【００３６】
　本発明の広告情報配信システムに係る実施形態は上記課題を解決するために、情報記録
媒体を再生可能なクライアント装置及び広告情報を配信するサーバ装置が収容される広告
配信システムであって、前記情報記録媒体は、データ情報を記録可能な記録可能領域と、
前記記録可能領域に対して前記データ情報を記録するために必要である又は前記データ情
報を既定の記録速度よりも高速で記録するために必要である制御情報が、前記広告情報が
再生されることを条件に読み取り可能となるように、記録されている制御用領域とを備え
、前記クライアント装置は、前記配信された広告情報を再生可能な再生手段と、前記読み
取り可能とされた制御情報に基づいて前記データ情報を記録する記録手段とを備え、前記
クライアント装置及び前記サーバ装置の少なくとも一方は、前記配信された広告情報が前
記再生手段により再生されたか否かを判定する判定手段と、前記広告情報が再生されたと
判定された場合に前記制御情報を読み取り可能にする制御手段とを備える。
【００３７】
　本発明の広告情報配信システムに係る実施形態によれば、先ず、例えばユーザが使用す
るパソコン、家庭用レコーダ等のクライアント装置において、ユーザが、そのまま（即ち
、広告情報を再生することなく）記録可能領域に対して所望のデータ情報を、記録手段に
よって記録しようとする。すると、例えばコントローラ、メモリ等を備える判定手段によ
って、広告情報は再生されていないものと判定され、記録に必要な制御情報は、読み取れ
ない。従って、制御情報を利用できないので、データ情報を記録しようにも、全く記録で
きないか又は既定値よりも高速では記録できないことになる。
【００３８】
　ここで、広告情報が、例えばインターネット経由でサーバ装置からクライアント装置へ
とダウンロード配信された後に、クライアント装置における再生手段によって再生される
。尚、広告情報は、例えば再生手段によって情報記録媒体が有する広告用領域から再生さ
れた識別情報により、識別される。
【００３９】
　このようにユーザが、クライアント装置における再生手段によって、広告情報を再生し
てから、記録可能領域に対して所望のデータ情報を記録しようとする。すると今度は、判
定手段によって、広告情報は再生されているものと判定され、記録に必要な制御情報は、
クライアント装置において読み取れる。従って、クライアント装置では、この読み取られ
た制御情報を利用できるので、通常記録の通りに、データ情報を記録できるか又は既定値
よりも高速では記録できることになる。
【００４０】
　以上のように、サーバ装置から配信される広告情報が再生されることを条件として、情
報記録媒体は記録可能となるので、ユーザにおける広告情報を再生しようとするモチベー
ションは、極めて高いものとなる。
【００４１】
　尚、本発明の広告情報配信システムの実施形態においても、上述した本発明の情報記録
媒体の実施形態における各種態様と同様の各種態様を、適宜採ることが可能である。
【００４２】
　本発明の広告情報配信システムの実施形態の一態様では、前記情報記録媒体は、前記広
告情報の一部及び前記広告情報を識別する識別情報のうち少なくとも該識別情報が記録さ
れる広告用領域を更に備え、前記サーバ装置は、前記広告情報を予め格納する格納手段と
、前記格納された広告情報のうち前記記録された識別情報に対応するものを配信する配信
手段とを備える。
【００４３】
　この態様によれば、サーバ装置には、広告情報が予め格納されている。その中から、再
生手段によって情報記録媒体が有する広告用領域から再生された識別情報により識別され
る広告情報が、クライアント装置へと配信される。すると、この配信された広告情報が、
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クライアント装置における再生手段によって再生される。
【００４４】
　本発明の広告情報配信システムに係る実施形態は上記課題を解決するために、情報記録
媒体を再生可能なクライアント装置及び広告情報を配信するサーバ装置が収容される広告
配信システムであって、前記情報記録媒体は、データ情報を記録可能な記録可能領域と、
前記記録可能領域に対して前記データ情報を記録するために必要である又は前記データ情
報を既定の記録速度よりも高速で記録するために必要である制御情報が、前記広告情報が
再生されることを条件に読み取り可能となるように、記録されている制御用領域と、前記
広告情報が視聴された回数を示す視聴情報が、前記広告情報の再生終了毎に更新記録され
る視聴情報用領域と、前記記録可能領域に対して高速記録可能である旨が記録されている
記録情報用領域とを備え、前記クライアント装置は、前記配信された広告情報を再生可能
な再生手段と、前記視聴情報用領域に前記視聴情報を更新記録する更新手段と、前記更新
記録された視聴情報を前記サーバ装置に送信する送信手段と、前記視聴情報に対応する高
速記録情報を含んでいる前記読み取り可能とされた制御情報に基づいて、前記データ情報
を記録する記録手段とを備え、前記サーバ装置は、前記視聴情報に対応する高速記録情報
を配信する高速記録情報配信手段を備え、前記クライアント装置及び前記サーバ装置の少
なくとも一方は、前記配信された広告情報が前記再生手段により再生されたか否かを判定
する判定手段と、前記広告情報が再生されたと判定された場合に前記制御情報を読み取り
可能にする制御手段とを備える。
【００４５】
　本発明の広告情報配信システムに係る実施形態によれば、サーバ装置には、広告情報が
予め格納されており、格納されている広告情報が、配信手段によってクライアント装置に
配信される。この配信された広告情報は、クライアント装置における再生手段によって再
生される。この再生が終了されると、更新手段により、広告視聴情報、例えば広告情報を
視聴した回数が、視聴情報用領域に更新記録されると共に、送信手段により、更新記録さ
れた視聴回数がサーバ装置に送信される。サーバ装置では、送信された視聴回数に対応し
た高速記録情報、例えば高速パラメータが、高速記録情報配信手段によってクライアント
装置に配信される。すると、記録手段により、配信された高速パラメータに基づいて、既
定の記録速度よりも速い記録速度でデータ情報が記録される。このように、視聴回数に対
応して、高速記録が可能となるので、ユーザにおける広告情報を再生しようとするモチベ
ーションを高めることができ、情報記録媒体を普及させることが可能である。
【００４６】
　尚、本発明の広告情報配信システムの実施形態においても、上述した本発明の情報記録
媒体の実施形態における各種態様と同様の各種態様を、適宜採ることが可能である。
【００４７】
　本発明の広告情報配信システムに係る実施形態は上記課題を解決するために、情報記録
媒体を再生可能なクライアント装置及び広告情報を配信するサーバ装置が収容される広告
配信システムであって、前記情報記録媒体は、データ情報を記録可能な記録可能領域と、
前記記録可能領域に対して前記データ情報を記録するために必要である又は前記データ情
報を既定の記録速度よりも高速で記録するために必要である制御情報が、前記広告情報が
再生されることを条件に読み取り可能となるように、記録されている制御用領域と、個々
の識別が可能な媒体識別情報が記録されている媒体識別情報用領域と、前記記録可能領域
に対して高速記録可能である旨が記録されている記録情報用領域とを備え、前記サーバ装
置は、前記媒体識別情報、及び前記広告情報が視聴された回数を示す視聴情報を紐付けて
予め格納する格納手段と、前記媒体識別情報に係る視聴情報に対応する高速記録情報を配
信する高速記録情報配信手段とを備え、前記クライアント装置は、前記配信された広告情
報を再生可能な再生手段と、前記媒体識別情報を前記サーバ装置に送信する送信手段と、
前記視聴情報に対応する高速記録情報を含んでいる前記読み取り可能とされた制御情報に
基づいて、前記データ情報を記録する記録手段とを備え、前記クライアント装置及び前記
サーバ装置の少なくとも一方は、前記配信された広告情報が前記再生手段により再生され
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たか否かを判定する判定手段と、前記広告情報が再生されたと判定された場合に前記制御
情報を読み取り可能にする制御手段と、前記格納手段に格納されている視聴情報を、前記
広告情報の再生終了毎に更新する更新手段とを備える。
【００４８】
　本発明の広告情報配信システムに係る実施形態によれば、サーバ装置には、広告情報が
予め格納されており、格納されている広告情報が、配信手段によってクライアント装置に
配信される。この配信された広告情報は、クライアント装置における再生手段によって再
生される。この再生が終了されると、送信手段により、媒体識別情報、例えばディスクＩ
Ｄがサーバ装置に送信される。サーバ装置では、格納手段に格納されている、ディスクＩ
Ｄに紐付く視聴回数が更新された後、この更新された視聴回数に対応した高速記録情報が
、高速記録情報配信手段によってクライアント装置に配信される。すると、記録手段によ
り、配信された高速記録情報に基づいて、既定の記録速度よりも速い記録速度でデータ情
報が記録される。このように、視聴回数に対応して、高速記録が可能となるので、ユーザ
における広告情報を再生しようとするモチベーションを高めることができ、情報記録媒体
を普及させることが可能である。
【００４９】
　尚、本発明の広告情報配信システムの実施形態においても、上述した本発明の情報記録
媒体の実施形態における各種態様と同様の各種態様を、適宜採ることが可能である。
【００５０】
　本発明の広告情報配信システムに係る実施形態は上記課題を解決するために、情報記録
媒体を再生可能なクライアント装置及び広告情報を配信するサーバ装置が収容される広告
配信システムであって、前記情報記録媒体は、データ情報を記録可能な記録可能領域と、
前記記録可能領域に対して前記データ情報を記録するために必要である又は前記データ情
報を既定の記録速度よりも高速で記録するために必要である制御情報が、前記広告情報が
再生されることを条件に読み取り可能となるように、記録されている制御用領域と、前記
記録可能領域に対して高速記録可能である旨が記録されている記録情報用領域とを備え、
前記サーバ装置は、当該システムを利用するユーザ情報、及び前記広告情報が視聴された
回数を示す視聴情報を紐付けて予め格納する格納手段と、前記ユーザ情報に係る視聴情報
に対応する高速記録情報をクライアント装置に配信する高速記録情報配信手段とを備え、
前記クライアント装置は、前記配信された広告情報を再生可能な再生手段と、前記ユーザ
情報を前記サーバ装置に送信する送信手段と、前記視聴情報に対応する高速記録情報を含
んでいる前記読み取り可能とされた制御情報に基づいて、前記データ情報を記録する記録
手段とを備え、前記クライアント装置及び前記サーバ装置の少なくとも一方は、前記配信
された広告情報が前記再生手段により再生されたか否かを判定する判定手段と、前記広告
情報が再生されたと判定された場合に前記制御情報を読み取り可能にする制御手段と、前
記格納手段に格納されている視聴情報を、前記広告情報の再生終了毎に更新する更新手段
とを備える。
【００５１】
　本発明の広告情報配信システムに係る実施形態によれば、サーバ装置には、広告情報が
予め格納されており、格納されている広告情報が、配信手段によってクライアント装置に
配信される。この配信された広告情報は、クライアント装置における再生手段によって再
生される。この再生が終了されると、送信手段により、ユーザ情報、例えば会員番号がサ
ーバ装置に送信される。サーバ装置では、格納手段に格納されている、会員番号に紐付く
視聴回数が更新された後、この更新された視聴回数に対応した高速記録情報が、高速記録
情報配信手段によってクライアント装置に配信される。すると、記録手段により、配信さ
れた高速記録情報に基づいて、既定の記録速度よりも速い記録速度でデータ情報が記録さ
れる。このように、視聴回数に対応して、高速記録が可能となるので、ユーザにおける広
告情報を再生しようとするモチベーションを高めることができ、情報記録媒体を普及させ
ることが可能である。
【００５２】
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　尚、本発明の広告情報配信システムの実施形態においても、上述した本発明の情報記録
媒体の実施形態における各種態様と同様の各種態様を、適宜採ることが可能である。
【００５３】
　以上詳細に説明したように、本発明の情報記録媒体によれば、記録可能領域、広告用領
域及び制御用領域を備えるので、ユーザにおける広告情報を再生しようとするモチベーシ
ョンを高めることができ、普及し易い。また、本発明の広告情報配信システムによれば、
情報記録媒体は、記録可能領域、広告用領域及び制御用領域を備え、且つ、クライアント
装置及びサーバ装置の少なくとも一方は、判定手段及び制御手段を備えるので、ユーザに
おける広告情報を再生しようとするモチベーションを高めることができ、情報記録媒体を
普及させることが可能である。
【００５４】
　本発明のこのような作用及び他の利得は次に説明する実施形態から明らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】第１及び第２の実施形態に係る情報記録媒体のデータ構成図である。
【図２】第１及び第２の実施形態に係る非ネット対応データ記録制御処理を示すフローチ
ャートである。
【図３】第１及び第２の実施形態に係るデータ記録処理を示すフローチャートである。
【図４】第３及び第４の実施形態に係る広告情報配信システムの模式図である。
【図５】第３及び第４の実施形態に係る情報記録媒体のデータ構成図である。
【図６】第３及び第４の実施形態に係るネット対応データ記録制御処理を示すフローチャ
ートである。
【図７】第４実施形態に係るデータ記録処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５６】
　１…記録可能領域
　２…広告用領域
　３…制御用領域
　２０…パソコン
　２５…再生部
　２６…記録部
　２７…ＣＭ配信用サーバ
　２９…再生判定部
　３０…記録制御部
　３１…ＣＭ配信部
　３２…メモリ
　１００…情報記録媒体
　２００…広告情報配信システム
【発明を実施するための最良の形態】
【００５７】
　以下、本発明の実施形態について図を参照しつつ説明する。
＜第１及び第２の実施形態＞
　先ず、第１及び第２の実施形態に係る情報記録媒体の構成について図１を参照して説明
する。ここに図１（ａ）及び図１（ｂ）の各々は、第１実施形態及び第２実施形態に係る
情報記録媒体のデータ構成図であるが、最初に、図１（ａ）が示す、基本的なデータ構成
を説明する。
【００５８】
　第１及び第２の実施形態において、図１（ａ）及び図１（ｂ）に示す情報記録媒体にお
ける、再生及び記録は、ユーザが、本実施形態の「クライアント装置」の一例としての、
図示しないパソコン、光ディスクレコーダ等を使用することで、行われる。
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【００５９】
　図１（ａ）において、第１実施形態に係る情報記録媒体１００は、例えば書き込み可能
な光ディスクであって、主に、記録可能領域１と、広告用領域２と、制御用領域３とを備
えている。
【００６０】
　図１に示すように、記録可能領域１は、初期状態に、記録可能な領域にデータ情報の記
録されていない、空の状態となっており、データ情報を記録することが可能である。但し
、本実施形態では、記録可能領域１は、後述の広告情報が再生されていない場合に、パソ
コンが備えるＣＰＵ、詳しくはその記録部が、後述の如く記録処理を行うために必要であ
る制御情報を読み取れずに、よってデータ情報を記録できないように構成されている。
【００６１】
　広告用領域２は、ディスクの外周寄りに位置するリードアウトエリア内に配置されてお
り、広告情報が記録されている。広告用領域２の一部は、広告情報が再生されているか否
かを示すフラグ情報が、暗号化されて記録される、フラグ用領域４となっている。
【００６２】
　前記ＣＰＵの再生部は、広告情報を再生した後に、フラグ用領域４にフラグ情報を記録
し、ＣＭ再生フラグをセットする。前記記録部は、データ情報の記録に際して、フラグ用
領域４のフラグ情報を読み取る。尚、フラグ情報は、本実施形態に示すように、フラグ用
領域４を備えた広告用領域２に記録されるのではなく、記録可能領域１及び後述の制御用
領域３のどちらか一方に記録されるようにしてもよいし、これらの複数の領域に記録され
るようにしてもよい。
【００６３】
　広告情報は、再生が終了されると同時に消去される。広告情報を消去するタイミングは
、例えば、所定の再生回数を上回った時点や、所定期間が経過した時点等を適宜設定する
ことが可能である。尚、広告情報は、本実施形態に示すように、再生の終了と同時に消去
せずに、広告用領域２に残しておいてもかまわない。
【００６４】
　制御用領域３は、リードインエリア内に配置されており、制御情報が記録されている。
該制御情報は、記録可能領域１に対してデータ情報を記録するために必要な、記録用パラ
メータ等である。制御情報は、例えばエンボスピットにより色素膜で覆われた状態で記録
されており、初期状態では、前記記録部に予め記録されている専用のアプリケーションで
読み取ることは不可能である。但し、制御情報は、前記広告情報が再生されることを条件
に、エンボスピットに対し、例えばＤＣライトにより、読み取りを不可能としているエン
ボスピットを覆っている色素膜を除去することで、前記アプリケーションで読み取ること
が可能となる。
【００６５】
　前記記録部は、制御情報を読み取ると、これを用いることで、記録可能領域１に対する
データ情報の記録が可能となる。尚、制御用領域３において、エンボスピットにより記録
される制御情報は、記録用パラメータを含む一部分であってもよい。
【００６６】
　制御用領域３の一部は、広告情報が再生され、ＣＭ再生フラグがセットされた場合に、
当該情報記録媒体１００の片面側から視認可能なロゴが付けられる、ロゴ用領域５となっ
ている。該ロゴは、データ情報が記録できる旨を示すためのものであって、該ロゴの付与
により、データ情報を記録可能なことが一目瞭然となり、当該情報記録媒体１００の使い
勝手を、市販の情報記録媒体と同程度に高めている。前記記録部は、ＤＣライト記録処理
により制御情報を読み取り可能な状態に変更した後に、ロゴ用領域５にロゴを描画する。
尚、ロゴは、本実施形態に示すように、ロゴ用領域５を備えた制御用領域３に付けられる
のではなく、記録可能領域１及び広告用領域２のどちらか一方に付けられるようにしても
よいし、これらの複数の領域に付けられるようにしてもよい。
【００６７】
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　次に、図１（ａ）が示す情報記録媒体１００のデータ構成に、更に１つ領域を追加した
、図１（ｂ）が示す情報記録媒体１０１のデータ構成を説明する。
【００６８】
　図１（ｂ）において、第２実施形態に係る情報記録媒体１０１は、上述の情報記録媒体
１００と同様に、記録可能領域１と、広告用領域２と、制御用領域３とを備えている。上
述の情報記録媒体１００が、広告情報の再生を条件に、データ情報を記録するのに対し、
第２実施形態の情報記録媒体１０１は、広告情報の再生を条件に、データ情報を高速で記
録することができる。
【００６９】
　制御用領域３は、第１実施形態と同様に単に、記録可能領域１に対してデータ情報を記
録するためだけでなく、データ情報を既定の記録速度よりも高速で記録するために必要な
制御情報、例えば後述の高速パラメータのアドレスが、記録されている。
【００７０】
　図１（ｂ）に示すように、リードアウトエリア内には、広告用領域２の他に、高速パラ
メータ記録用領域６が配置されている。高速パラメータ記録用領域６は、データ記録を高
速化するために必要である、高速パラメータが暗号化されて記録されている。該高速パラ
メータは、データ情報を記録する際の可変記録速度ｖ１を示し、例えば、広告情報を再生
する回数に応じて、既定の記録速度ｖ０ＭＢ／秒が、倍速に増大される。即ち、可変記録
速度ｖ１は、１回の再生で記録速度ｖ０ＭＢ／秒×２、２回の再生で記録速度ｖ０ＭＢ／
秒×４、３回の再生で記録速度ｖ０ＭＢ／秒×８、…となるように設定される。広告情報
の再生回数は、広告情報が再生される度に、再生回数Ｎ０が１カウントされ、フラグ情報
として記録される。尚、可変記録速度ｖ１は、広告情報の再生回数の他に、再生された広
告情報量、例えば広告情報の種類や再生時間等に応じて設定してもよい。
【００７１】
　前記記録部は、制御情報を読み取り、この制御情報に含まれる、高速パラメータのアド
レスを読み込む。該アドレスは、フラグ情報、ここでは広告情報の再生回数に基づいて、
高速パラメータが変化するように、書き換えられる。記録部は、前記アドレスが示す、高
速パラメータ記録用領域６の高速パラメータを読み取ると、この高速パラメータに基づい
て、可変記録速度ｖ１を設定する。これにより、記録可能領域１に対する記録速度が、既
定の記録速度よりも速く設定され、データ情報が高速で記録される。このように、当初は
読み取り不可能であった制御情報を読み取って利用することで、データ情報の高速記録が
可能となる。
【００７２】
　次に、第１実施形態に係る情報記録媒体１００を用いたデータ記録制御処理について、
図２及び図３を参照して説明する。
（第１実施形態に係るデータ記録制御処理）
　図２及び図３は、第１実施形態に係る、情報記録媒体１００のデータ記録制御処理、即
ち本実施形態の基本的な動作処理を示すフローチャートである。
【００７３】
　具体的には、図２において、先ず、ユーザにより情報記録媒体１００がパソコンのドラ
イブにセットされると、記録部により、情報記録媒体１００のプロパティがチェックされ
る（ステップＳ１１）。次に、情報記録媒体１００の記録可能領域１が記録可能であるか
否かが判定され（ステップＳ１２）、記録可能領域１が記録不可能である場合には（ステ
ップＳ１２：Ｎｏ）、ここで動作処理が終了される。一方、記録可能領域１が記録可能で
ある場合には（ステップＳ１２：Ｙｅｓ）、ＣＭ視聴ディスクであるか否かが判定され（
ステップＳ１３）、情報記録媒体１００がＣＭ視聴ディスクでない場合には（ステップＳ
１３：Ｎｏ）、動作処理が終了される。一方、情報記録媒体１００がＣＭ視聴ディスクで
ある場合には（ステップＳ１３：Ｙｅｓ）、データ記録処理が実行される（ステップＳ１
４）。
【００７４】
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　次に、図３において、再生部により、フラグ用領域４のフラグ情報が読み取られて、Ｃ
Ｍ再生フラグが確認され（ステップＳ２１）、広告用領域２の広告情報が既に再生済みで
あるか否かが判定される（ステップＳ２２）。広告情報が既に再生されている場合には（
ステップＳ２２：Ｙｅｓ）、記録部により、空の記録可能領域１に対して、データ情報が
記録される（ステップＳ２９）。一方、広告情報が未だ再生されていない場合には（ステ
ップＳ２２：Ｎｏ）、パソコンの図示しないモニタに、「ＣＭ再生すると書き込みが可能
です。」といった旨のメッセージが表示される（ステップＳ２３）。
【００７５】
　次に、前記メッセージの表示後に、ユーザにより、ＣＭを視聴するか否かが指示され（
ステップＳ２４）、ＣＭを視聴しない場合には（ステップＳ２４：Ｎｏ）、動作処理が終
了される。一方、ＣＭを視聴する場合には（ステップＳ２４：Ｙｅｓ）、再生部にて、広
告情報が再生される（ステップＳ２５）。広告情報の再生が終了すると、フラグ用領域４
に対して、フラグ情報の記録、即ちＣＭ再生フラグがセットされる（ステップＳ２６）。
【００７６】
　ＣＭ再生フラグがセットされた後には、記録部にて、制御用領域３の制御情報が、読み
取り可能とされ（ステップＳ２７）、これを用いて、記録可能領域１に対してデータ情報
が記録可能となり、ロゴ用領域５に対してロゴが描画される（ステップＳ２８）。この後
、ユーザにより、所望のデータ記録が指示されると、情報記録媒体１００へのデータ記録
が開始される（ステップＳ２９）。
【００７７】
　このように、第１実施形態の情報記録媒体１００は、広告情報が記録された広告用領域
２と、制御情報が記録された制御用領域３とを備え、広告情報が生成されれば、記録部に
より制御情報が読み取られて、これを用いて所望のデータ情報を記録することができる。
このように、広告情報の再生を条件として、当該情報記録媒体は、本来のデータ記録機能
を発揮するので、ユーザにおける広告情報を再生しようとするモチベーションを高めるこ
とができる。また、情報記録媒体の費用を、例えば広告情報を提供するスポンサーが補う
ので、情報記録媒体を無料又は格安で配布することができ、当該情報記録媒体の普及を促
進することができる。
（第２実施形態に係るデータ記録制御処理）
　第１実施形態に係る動作処理を示す、図２及び図３は、第２実施形態に係る、情報記録
媒体１０１のデータ記録制御処理を示すフローチャートでもある。このため、第１実施形
態と重複する処理について説明を省略し、第１実施形態と異なる処理についてのみ説明す
る。
【００７８】
　第２実施形態に係るデータ記録制御処理では、第１実施形態の動作処理と、ＤＣライト
記録処理（ステップＳ２７）の一部の動作処理が異なる。
【００７９】
　具体的には、記録部にて、ＤＣライト記録処理により制御情報が読み取り可能な状態に
変更されると、データ情報が記録可能となるが、更に、実際の記録に先立って読み取られ
る制御情報に含まれるアドレスから、高速パラメータ記録用領域６の高速パラメータが読
み取られ、可変記録速度ｖ１が設定される（ステップＳ２７）。次に、第１実施形態と同
様に、ロゴ描画（ステップＳ２８）が行われた後、データ情報が記録されるが、この際、
設定された可変記録速度ｖ１により、高速で記録される（ステップＳ２９）。
【００８０】
　このように、第２実施形態の情報記録媒体１０１は、広告用領域２及び制御用領域３に
加えて、高速パラメータが記録された高速パラメータ記録用領域６を備え、広告情報が再
生されれば、この再生に呼応して読み取り可能とされる高速記録に必要な制御情報が実際
の記録処理に先立って読み取られ、即ち高速パラメータのアドレスを含む制御情報が読み
取られて、データ情報を高速で記録することができる。このように、広告情報の再生を条
件として、記録用の情報記録媒体として使い勝手がよくなるので、当該情報記録媒体は、
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ユーザにおける広告情報を再生しようとするモチベーションを高めることができる。また
、情報記録媒体の費用を、例えば広告情報を提供するスポンサーが補うので、情報記録媒
体を無料又は格安で配布することができ、当該情報記録媒体の普及を促進することができ
る。
＜第３及び第４の実施形態＞
　次に、第３及び第４の実施形態に係る広告情報配信システムについて、図４及び図５を
参照して説明する。ここに、図４は、広告情報配信システムの模式図であり、図５は、第
１及び第２の実施形態における図１と同趣旨のデータ構成図である。尚、図５において、
図１に示した構成要素と同様の構成要素に同一の参照符合を付し、それらの説明は適宜省
略する。
【００８１】
　図４において、第３及び第４の実施形態に係る広告情報配信システムは、使用される情
報記録媒体がインターネットに対応している。即ち、ディスクタイプが例えば「インター
ネット対応」である情報記録媒体は、広告情報が、インターネット経由で、サーバ装置か
らクライアント装置へと配信されるように機能し、配信された広告情報の再生を条件とし
て、本来のデータ記録機能を発揮する。
【００８２】
　図４に示すように、第３及び第４の実施形態に係る広告情報配信システム２００は、主
に、パソコン２０と、ＣＭ配信用サーバ２７とを備えている。これらのパソコン２０及び
ＣＭ配信用サーバ２７は、例えばインターネット２６を介して接続され、データの送受信
が可能となっている。
【００８３】
　パソコン２０は、本実施形態に係る「クライアント装置」の一例として、情報記録媒体
１０２，１０３に対する、再生及び記録が可能である。パソコン２０は、ディスプレイ２
１と、キーボード２２と、ハードディスク２３とを備えている。
【００８４】
　ハードディスク２３は、ＣＰＵ２４を備えており、該ＣＰＵ２４は、再生部２５と、記
録部２６とを設けている。
【００８５】
　再生部２５は、本実施形態に係る「再生手段」の一例として、ＣＭ配信用サーバ２７が
配信する広告情報を、ディスプレイ２１に再生表示することが可能である。再生部２５は
、後述の識別情報を、広告用領域２から読み取り、ＣＭ配信用サーバ２７に入力する。こ
の識別情報の入力により、ＣＭ配信用サーバ２７から、識別情報に対応する広告情報をダ
ウンロードして、所望の広告情報を再生する。再生部２５は、広告情報を再生した後に、
情報記録媒体１０２のフラグ用領域４にフラグ情報を記録し、ＣＭ再生フラグをセットす
る。
【００８６】
　再生部２５は、高速パラメータ記録用領域６を配置している情報記録媒体１０３を使用
する場合に、広告情報が再生される度に、変数Ｎ０を１カウントし、視聴情報としてフラ
グ用領域４に記録すると共に、ＣＭ配信用サーバ２７に、視聴情報を入力する。
【００８７】
　記録部２６は、本実施形態に係る「記録手段」の一例として、制御用領域３の制御情報
に基づいて、情報記録媒体１０２，１０３に対し、所望のデータ情報を記録する。但し、
記録部２６は、後述の記録制御部３０が出力する記録権利コードを取得した場合に限り、
データ情報の記録を可能とする。
【００８８】
　記録部２６は、高速パラメータ記録用領域６を配置している情報記録媒体１０３を使用
する場合に、ＣＭ配信用サーバ２７から配信される高速パラメータを取得する。記録部２
６は、ＣＭ配信用サーバ２７からの高速パラメータを、高速パラメータ記録用領域６に記
録すると共に、この高速パラメータに基づいて、可変記録速度ｖ１を設定する。
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【００８９】
　ＣＭ配信用サーバ２７は、本実施形態に係る「サーバ装置」の一例として、インターネ
ット２６経由で、広告情報を配信する。ＣＭ配信用サーバ２７は、ＣＰＵ２８と、メモリ
３２とを備えており、ＣＰＵ２８は、再生判定部２９と、記録制御部３０と、ＣＭ配信部
３１とを設けている。
【００９０】
　再生判定部２９は、本実施形態に係る「判定手段」の一例として、情報記録媒体１０２
のフラグ用領域４に記録されているフラグ情報を読み取って、ＣＭ配信用サーバ２７から
の広告情報が、パソコン２０の再生部２５により再生されたか否かを判定する。
【００９１】
　記録制御部３０は、本実施形態に係る「制御手段」の一例として、再生判定部２９によ
り、パソコン２０において広告情報が再生されたと判定された場合に、情報記録媒体１０
２の制御用領域３に記録されている制御情報を読み取り可能にする、記録権利コードを出
力する。
【００９２】
　記録制御部３０は、高速パラメータ記録用領域６を配置している情報記録媒体１０３を
使用する場合に、記録権利コードを出力する度に、ユーザ毎のＣＭ再生ポイントＰ０を蓄
積する。
【００９３】
　ＣＭ配信部３１は、本実施形態に係る「配信手段」の一例として、情報記録媒体１０２
の広告用領域２に記録されている識別情報に対応する広告情報を、パソコン２０に配信す
る。
【００９４】
　メモリ３２は、本実施形態に係る「格納手段」の一例として、複数の広告情報や、ＣＭ
配信用サーバ２７にアクセスしたユーザ情報等を、予め格納している。特に、メモリ３２
は、該ユーザ情報として、会員番号、名前、ダウンロードした広告情報番号、再生ポイン
ト等を格納している。
【００９５】
　ＣＰＵ２８は、パソコン２０に対して各種データの入出力を行いつつ、ＣＭ配信用サー
バ２７の各部を制御する。ＣＰＵ２８は、パソコン２０に対して、本実施形態では、ＣＭ
再生ポイント、広告情報、記録権利コード、高速パラメータ等を出力し、パソコン２０か
らは、ユーザの会員番号、広告情報の識別情報、フラグ情報等が入力される。
【００９６】
　特に、ＣＰＵ２８は、ユーザの会員番号の入力に応答して、会員判定処理を行う。該会
員判定処理は、ユーザが会員であるか否かを判定する。この判定に際して、入力された会
員番号が、メモリ３２に格納されている会員情報のいずれかと一致すれば、ユーザが会員
であると判定し、ＣＭ配信用サーバ２７に対するログインを認め、パソコン２０からのア
クセスを可能とする。
【００９７】
　ＣＰＵ２８は、高速パラメータ記録用領域６を配置している情報記録媒体１０３を使用
する場合に、ユーザにより入力されるＣＭ再生ポイントＰ０に応じた、高速パラメータを
、パソコン２０に配信する。例えば、ＣＭ再生ポイントＰ０は、ユーザが自分自身で広告
情報を再生して蓄積したＣＭ再生ポイントだけを使用可能とし、使用するＣＭ再生ポイン
トＰ０が大きいほど、可変記録速度ｖ１が速まる。また、高速パラメータは、１つの情報
記録媒体に対して有効とする。このため、記録部２６により、データ記録が終了されると
共に、高速パラメータ記録用領域６に記録されている高速パラメータが消去される。
【００９８】
　尚、再生判定部２９及び記録制御部３０の各々は、本実施形態に示すように、ＣＭ配信
用サーバ２７側に設けられたが、パソコン２０側に設けてもかまわない。
【００９９】
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　次に、本実施形態に係る情報記録媒体の構成について図５を参照して説明する。ここに
図５（ａ）及び図５（ｂ）は共に、第３及び第４の実施形態に係る情報記録媒体のデータ
構成図である。
【０１００】
　図５（ａ）及び図５（ｂ）において、情報記録媒体１０２、１０３の各々は、第１及び
第２の実施形態に係る情報記録媒体１００，１０１と、広告用領域２に広告情報が記録さ
れていない点で異なる。情報記録媒体１０２、１０３は、広告用領域２に、広告情報の代
わりに、広告情報を識別する識別情報が記録されている。広告用領域２に記録されていな
い広告情報は、ＣＭ配信用サーバ２７から配信される。尚、広告用領域２には、識別情報
に加えて、広告情報の一部が記録されていてもよい。
【０１０１】
　次に、図５（ａ）が示す情報記録媒体１０２と、図５（ｂ）が示す情報記録媒体１０３
との相違について説明する。情報記録媒体１０２、１０３の各々は、第１及び第２の実施
形態に係る情報記録媒体１００，１０１の相違と同様に、制御用領域３に記録されている
制御情報が、広告情報の再生を条件として、データ情報を記録するもの、又はデータ情報
を高速で記録するものという点で異なる。これにより、図５（ｂ）が示す情報記録媒体１
０３に、第２実施形態に係る情報記録媒体１０１と同様に、高速パラメータ記録用領域６
が配置されている。
（第３及び第４の実施形態に係るデータ記録制御処理）
　図６及び図７は、第３及び第４の実施形態に係る、情報記録媒体１０２，１０３のデー
タ記録制御処理を示すフローチャートである。
（第３及び第４の実施形態に係るデータ記録制御処理）
　具体的には、先ず、ユーザにより、情報記録媒体１０２，１０３がパソコンのドライブ
にセットされると共に、ＣＭ配信用サーバ２７から予めダウンロードされた専用のアプリ
ケーションソフトが起動される。図６において、図２に示す第１及び第２の実施形態の動
作処理と同様に、記録部により、情報記録媒体１０２，１０３のプロパティがチェックさ
れ（ステップＳ１１）、次に、情報記録媒体１０２，１０３の記録可能領域１が記録可能
であるか否かが判定される（ステップＳ１２）。ここで、記録可能領域１が記録不可能で
ある場合には（ステップＳ１２：Ｎｏ）、動作処理が終了される。一方、記録可能領域１
が記録可能である場合には（ステップＳ１２：Ｙｅｓ）、情報記録媒体１０２，１０３が
ＣＭ視聴ディスクであるか否かが判定され（ステップＳ１３）、情報記録媒体１０２，１
０３がＣＭ視聴ディスクでない場合には（ステップＳ１３：Ｎｏ）、動作処理が終了され
る。一方、情報記録媒体１０２，１０３がＣＭ視聴ディスクである場合には（ステップＳ
１３：Ｙｅｓ）、そのディスクタイプが確認される（ステップＳ４１）。ディスクタイプ
が「インターネット対応」でない場合には（ステップＳ４２：Ｎｏ）、図３に示すデータ
記録処理が実行される（ステップＳ１４）。一方、「インターネット対応」である場合に
は（ステップＳ４２：Ｙｅｓ）、ユーザにより、前記アプリケーションソフトが表示する
画面に、会員番号が入力される。入力された会員番号がＣＭ配信用サーバ２７に送信され
、ＣＰＵ２８より、ユーザが会員であると判定されれば、ログインが認められ、パソコン
２０のＣＭ配信用サーバ２７へのアクセスが開始される（ステップＳ４３）。
【０１０２】
　パソコン２０がＣＭ配信用サーバ２７に対してアクセス状態とされた後、情報記録媒体
が高速記録可能なメディアか否かが判定される（ステップＳ４０）。第３実施形態に係る
情報記録媒体１０２を使用する場合には、高速記録可能なメディアでないと判定され（ス
テップＳ４０：Ｎｏ）、図３に示すデータ記録処理が実行される（ステップＳ１４）。
【０１０３】
　以下、第３実施形態に係る情報記録媒体１０２を使用するデータ記録制御処理の続きを
説明する。
【０１０４】
　図３において、ＣＭ配信用サーバ２７の再生判定部２５により、フラグ用領域４のフラ
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グ情報が読み取られて、ＣＭ再生フラグが確認され（ステップＳ２１）、識別情報に対応
する広告情報が既に再生済みであるか否かが判定される（ステップＳ２２）。広告情報が
既に再生されている場合には（ステップＳ２２：Ｙｅｓ）、記録制御部３０により、制御
情報を読み取り可能とする記録権利コードが出力され、空の記録可能領域１に対して、デ
ータ情報が記録される（ステップＳ２９）。一方、広告情報が未だ再生されていない場合
には（ステップＳ２２：Ｎｏ）、ディスプレイ２１に、「ＣＭをダウンロードし、再生す
ると書き込みが可能です。」といった旨のメッセージが表示される（ステップＳ２３）。
【０１０５】
　次に、前記メッセージの表示後に、ユーザにより、ＣＭを視聴するか否かが指示され（
ステップＳ２４）、ＣＭを視聴しない場合には（ステップＳ２４：Ｎｏ）、ＣＭ配信用サ
ーバ２７からログアウトして、一連の動作処理が終了される。一方、ＣＭを視聴する場合
には（ステップＳ２４：Ｙｅｓ）、再生部２５により、広告情報の識別情報がＣＭ配信用
サーバ２７に入力され、ＣＭ配信部３１からの配信により、識別情報に対応する広告情報
が再生される（ステップＳ２５）。広告情報の再生が終了すると、フラグ用領域４に対し
て、フラグ情報の記録、即ちＣＭ再生フラグがセットされる（ステップＳ２６）。
【０１０６】
　ＣＭ再生フラグがセットされた後には、記録部２６により、記録権利コードの取得によ
り制御用領域３の制御情報が読み取られ（ステップＳ２７）、記録可能領域１に対してデ
ータ情報が記録可能となり、ロゴ用領域５に対してロゴが描画される（ステップＳ２８）
。この後、ユーザにより、所望のデータ記録が指示されると、情報記録媒体１０２へのデ
ータ記録が開始される（ステップＳ２９）。データ記録が終了されると、ＣＭ配信用サー
バ２７からログアウトされ、パソコン２０のＣＭ配信用サーバ２７へのアクセスが停止さ
れる(ステップＳ５２)。
【０１０７】
　このように、第３実施形態の情報記録媒体１０２は、インターネットに対応しており、
第１及び第２の実施形態と同様に、広告用領域２と制御用領域３とを備え、広告情報の識
別情報により、インターネット経由で広告情報を取得し、この広告情報の再生が、ＣＭ配
信用サーバ２７側で認識されると、制御情報が読み取り可能とされ、これを用いて、所望
のデータ情報を記録することができる。このように、広告情報の再生を条件として、当該
情報記録媒体は、本来のデータ記録機能を発揮するので、ユーザにおける広告情報を再生
しようとするモチベーションを高めることができる。また、情報記録媒体の費用を、例え
ば広告情報を提供するスポンサーが補うので、情報記録媒体を無料又は格安で配布するこ
とができ、当該情報記録媒体の普及を促進することができる。
【０１０８】
　次に、第４実施形態に係る情報記録媒体１０３を使用するデータ記録制御処理の続きを
説明する。
【０１０９】
　情報記録媒体が高速記録可能なメディアか否かが判定され（ステップＳ４０）、第４実
施形態に係る情報記録媒体１０３を使用する場合には、高速記録可能なメディアであると
判定され（ステップＳ４０：Ｙｅｓ）、図７に示すように、ユーザにより、ＣＭを視聴す
るか否かが指示され（ステップＳ４４）、ＣＭを視聴しない場合には（ステップＳ４４：
Ｎｏ）、蓄積されたＣＭ再生ポイントを利用するか否かが判定される（ステップＳ４７）
。一方、ＣＭを視聴する場合には（ステップＳ４４：Ｙｅｓ）、再生部２５により、広告
情報の識別情報がＣＭ配信用サーバ２７に入力され、ＣＭ配信部３１からの配信により、
識別情報に対応する広告情報が再生される。また、この再生に伴って、ＣＭ再生ポイント
が付与される（ステップＳ４５）。この後、ユーザにより、更にＣＭを視聴するか否かが
指示され（ステップＳ４６）、更にＣＭを視聴する場合には（ステップＳ４６：Ｙｅｓ）
、再度広告情報が再生されると共に、ＣＭ再生ポイントが付与される（ステップＳ４５）
。一方、ＣＭを視聴しない場合には（ステップＳ４６：Ｎｏ）、ユーザにより、蓄積され
たＣＭ再生ポイントを利用するか否かが指示され（ステップＳ４７）、ＣＭ再生ポイント
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され(ステップＳ５２)、動作処理が終了される。一方、ＣＭ再生ポイントを利用する場合
には（ステップＳ４７：Ｙｅｓ）、ディスプレイ２１に、蓄積されたＣＭ再生ポイントが
表示された後、ユーザにより、利用するＣＭ再生ポイントが入力され（ステップＳ４８）
、これに応じた高速パラメータがＣＭ配信用サーバ２７から配信されると、記録部２６に
より、高速パラメータが高速パラメータ記録用領域６に記録されると共に、可変記録速度
ｖ１が設定される（ステップＳ４９）。この後、ユーザにより、所望のデータ記録が指示
されると、情報記録媒体１０３に対し、データ情報が、設定された可変記録速度ｖ１によ
り、高速で記録される（ステップＳ２９）。
【０１１０】
　データ情報の記録が終了された後、ユーザにより、データ記録を終了するか否かが指示
され（ステップＳ５０）、データ記録を続行する場合には（ステップＳ５０：Ｎｏ）、ユ
ーザにより、再度ＣＭを視聴するか否かが指示される（ステップＳ４４）。一方、データ
記録を終了する場合には（ステップＳ５０：Ｙｅｓ）、高速パラメータ記録用領域６に記
録されている高速パラメータが消去される（ステップＳ５１）。この後、ＣＭ配信用サー
バ２７からログアウトされ、パソコン２０のＣＭ配信用サーバ２７へのアクセスが停止さ
れると(ステップＳ５２)、一連のデータ記録制御処理が終了される。
【０１１１】
　このように、第４実施形態の情報記録媒体１０３は、インターネットに対応しており、
第２実施形態と同様に、広告用領域２及び制御用領域３に加えて、高速パラメータが記録
された高速パラメータ記録用領域６を備え、広告情報の識別情報により、インターネット
経由で広告情報を取得し、この広告情報の再生が、ＣＭ配信用サーバ２７側で認識される
と、高速パラメータのアドレスを含む制御情報が読み取られて、データ情報を高速で記録
することができる。このように、広告情報の再生を条件として、当該情報記録媒体は、本
来のデータ記録機能を発揮するので、ユーザにおける広告情報を再生しようとするモチベ
ーションを高めることができる。また、情報記録媒体の費用を、例えば広告情報を提供す
るスポンサーが補うので、情報記録媒体を無料又は格安で配布することができ、当該情報
記録媒体の普及を促進することができる。
【０１１２】
　尚、第３及び第４の実施形態によれば、広告情報は、インターネット経由でＣＭ配信用
サーバ２７から取得されるが、情報記録媒体及びＣＭ配信用サーバ２７どちらからでも広
告情報を取得可能に、第１及び第２の実施形態に係る情報記録媒体のように、広告情報が
広告用領域２に記録されていてもよい。例えば、最初のＣＭ視聴を、情報記録媒体に記録
されている広告情報を再生することで行い、二回目のＣＭ視聴を、ＣＭ配信用サーバ２７
からの広告情報を再生することで行う。このような場合に、最初のＣＭ視聴では、既定の
記録容量に設定されており、二回目のＣＭ視聴では、記録容量が規定の記録容量の数倍に
なるように、制御情報が記録されていてもよい。
【０１１３】
　尚、本実施形態の広告情報配信システムにおいても、上述した第１及び第２の実施形態
に係る情報記録媒体における各種態様と同様の各種態様を、適宜採ることが可能である。
【０１１４】
　本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全体から
読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１１５】
　本発明は、例えば、普及に好都合な光ディスクなどの情報記録媒体、或いはこのような
情報記録媒体の普及を促進するのに好適な広告情報配信システム等に利用することが可能
である。
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